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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０４  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  中国帰国者三世・四世の教育問題－日本生まれの子どもたちの学校エス 
            ノグラフィー 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 成田  一 
            （副査） 
            教 授 三牧 陽子  准教授 三藤  博 
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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０５  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  大学初年次における授業デザインの構築－協調学習のエスノグラフィー 
            より－ 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 岩根  久 
            （副査） 
            教 授 中  直一  教 授 岩居 弘樹 
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 必修の初修外国語では、この学生たちの状況を参考にして、授業デザイン、またインストラクショナルデザインを
整える必要があると考えられる。 
 ４章で得た知見を参考に、５章では実践の現場である O 大学の必修第２外国語としてのドイツ語に、協調学習の授
業デザインを導入した。またインストラクショナルデザインでは、メタ認知能力の育成を中心に、６種類の仕掛けを
授業内に導入した。それらの仕掛けや授業デザインの効果を常に形成的に評価し、常にインストラクショナルデザイ
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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０６  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  中国の「辺彊」問題－日中戦争期における内モンゴルをめぐって－ 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 深澤 一幸 
            （副査） 
            教 授 中  直一  准教授 ヨコタ村上孝之 
論 文 内 容 の 要 旨 
 課題 

































































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０７  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  Frederick Douglass and His Strategic Application of Masculinity to 
            African American Liberation 
            （フレデリック・ダグラスの黒人解放運動におけるマスキュリニティ戦 
            略） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 仙葉  豊 
            （副査） 
            教 授 ジェリー・ヨコタ  准教授 森  祐司 
論 文 内 容 の 要 旨 
 今日のアメリカ合衆国における黒人・白人間の人種的対立や緊張関係の主たる要因は、歴史的にみると建国当初か















































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀後半のアメリカの傑出した黒人解放運動家であったフレデリック・ダグラス（1818-1895）の解
放運動戦略を、「男性性」（マスキュリニティ）という観点から一貫性をもって論じたものである。彼の生涯を、代表
的な作品である Narrative of the Life of Frederick Douglass, an American Slave, Written by Himself（1854）と




















― 788 ― 




     淳 
じゅん
 
博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０８  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  中国語を母語とする上級日本語学習者のスピーチレベルとシフトに関す 
            る研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 三牧 陽子 
            （副査） 
            教 授 沖田 知子  准教授 田畑 智司 























に在籍し、年齢は 20 代後半から 30 代前半で、いずれも３年から３年半の日本語学習歴を持つ。A 大学の留学生が男
【５】
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性よりも女性のほうがかなり多かったことから女性を調査対象者とし、ジェンダーを統一することによってスピーチ
レベル管理の特徴を比較しやすくした。各人の社会的ネットワークの中から会話を録音する相手を相談して決め、自
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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１５０９  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年６月 28 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            言語文化研究科言語文化学専攻 
学 位 論 文 名  The Question of Identity in the Work of Henry James : Writing on Ghosts 
            and Writing of Ghosts 
            （ヘンリー・ジェイムズの作品におけるアイデンティティの問題－幽霊 
            による、幽霊についてのエクリチュール） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 木村 茂雄 
            （副査） 
            教 授 仙葉  豊  准教授 里内 克巳 
















 第二章では、芸術作品における表象のアイデンティティの問題を扱ったジェイムズの短編“The Real Thing”（「ほ






















































は、恋文の消滅を語るティーナの語り、The Aspern Papers という語り手の語り、さらには、この中篇を読む批評家
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の語りをも生み出していくのである。 
































品テクストの綿密な解読に裏付けられており、たとえば、In the Cage の女性電信士による「読むこと」と「書くこ
と」の実践が「現実」を構築していくプロセスを分析した第３章など、注目すべき作品解釈を生み出している。 
 第３部では、「アメリカ」ないし「アメリカ文学」という集合的・文化的なアイデンティティ構築の問題に関心が
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博士の専攻分野の名称  博 士（言語文化学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６１７  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年 10 月 31 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  Keats and English Romanticism in Japan 
            （日本におけるキーツとイギリス・ロマン派の研究） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 木村 茂雄 
            （副査） 
            教 授 伊勢 芳夫  准教授 小口 一郎 














































 次にキーツに絞り、始めて彼の名が日本の文献に登場した 1871 年から現代に至るまでの経緯を追う。最初の記載







































 この本はキーツを中心とするロマン派詩人の 120 年余に及ぶ受容の概観と、キーツの魅力をいかに読み取るかの両
面から、日本の研究の現状を欧米の読者に知らせ、それによって日本のロマン派研究が国際的に貢献できるようにな
ることが狙いである。 
 最後に補遺として私が 1993 年にキーツが医学を学んだガイズ病院（ロンドンに現存する）を訪れた時の個人的な
印象記を付している。 




















異を分析する。第７章は物語詩“The Eve of St. Agnes”を論じ、複雑な感情や態度を表出することばの用法を明ら
かにしている。第２部は先行研究を十分に咀嚼した、独自の学術的貢献として評価できる。 
 以上のように、本論文は優れた独創性を認めうる研究である。文学理論や領域横断的な研究動向が扱いきれていな
いこと、また第１部と第２部の有機的連関の説明が充分には尽くされていないといった問題はあるものの、それは着
実な資料的裏付けをもって、未踏の分野を開拓した本論文の学術的価値を損なうものではない。よって本論文は博士
（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと判断する。 
